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鹿追町国民健康保険病院鹿追町国民健康保険病院
運営環境の改善を求める運営環境の改善を求める

陳情調査結果陳情調査結果
令和６年２月28日、町民有志５人から国民

健康保険病院運営環境の改善を求める陳情書が
議会に提出された。
陳情は、住民のための町立病院として、安心

して通院できるよう改善を求めるもので、主に
院長の言動に対する改善要求である。
陳情書では、町立病院は町民にとって重要な

施設であり、存続のためにも医師の患者への対

応が大事であるとしている。
町に改善を訴え２年経過後も改善されないこ

とから、議会への陳情となった。
これを受け、議会産業厚生常任委員会は調査

を行い、議長に結果報告書を提出した。
議会はこれを踏まえ、６月10日に※議会見解

を町長に申し入れた。
※次ページ掲載

・医師は患者から十分な聞き取りを行うことが重
要である。院長の威圧的態度は、自らの考えを
押しつけ患者の話を聞かないコミュニケーショ
ン不全の原因となっている。
・院長の言動は、患者の気持ちに対する配慮に欠
けている。
・病院職員が病院運営及び環境について院長に進
言を試みるも、病院の最高責任者として真摯（し

んし）に受け止めていない。院長の企業体責任
者としてのガバナンス（統治・管理）能力が発
揮されていない。
・院長は、住民から期待されている町立病院の長
としての役割を認識し、社会的責任を自覚した
病院経営にあたるべきである。
・病院設置者である町長は、雇用管理上何らかの
措置を講ずる義務を果たすべきである。

産業厚生常任委員会調査報告（概要）

6 月 10日付けで、議長から鹿追町立病院運営
環境の改善を求める陳情書にかかる議会見解の文
書を受け取った。
今年の 2月 28日に住民の方々からの陳情を受

理されて以来、産業厚生常任委員会での関係者へ
の聞き取り調査をはじめ、調査報告書の取りまと
めなど大変ご苦労をおかけしたと思っている。
さらに全議員の皆様にも同様に大変ご迷惑をお

かけしたと認識している。
今回の件は、要因数々あるところではあるが、

町長である私の責任も大きいと認識している。

私の不徳の致すところでもあり、改めておわび
を申し上げる。
現在は議会からの見解と合わせて、職員複数

から公平委員会に措置要求が提出されており、公
平委員会から町当局に対し状況等の説明を求めら
れ、関係者の聞き取り調査を進めている。
町としては、住民からの陳情と職員からの措置

要求は切り離せない部分が数多くあるので、この
2点を精査し、改善に向けた対応をできる限り早
期に示し、しっかりとけじめをつけたいと考えて
いる。

議会見解を受け、喜井町長が６月定例議会最終日に議会見解を受け、喜井町長が６月定例議会最終日に
次のとおり発言しました。次のとおり発言しました。
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令和６年６月１０日 

 

 

 鹿追町長 喜 井 知 己 様 

 

 

                     鹿追町議会議長 上 嶋 和 志      

 

 

鹿追町立病院運営環境の改善を求める陳情書の議会見解について 

令和６年２月２８日に提出された標記陳情書について、議会の見解を付して次のとお

り申し入れる。 

記 

１．申し入れ理由（詳細別紙 委員会報告書写し） 

提出された陳情書について、産業厚生常任委員会で調査の結果、病院運営環境にお 

いて改善の必要がある事を確認したので、迅速な対応を求める。 

 

２．調査・協議経緯 

①令和６年 ２月２８日 陳情書受理  

②令和６年 ２月２９日 議会運営委員会で協議（産業厚生常任委員会へ付託） 

○産業厚生常任委員会 

聞き取り前協議  ２回（３月５日、３月２９日） 

聞き取り調査   ３回（４月１４日 陳情者５名中４名） 

             （４月１６日 病院事務長・町長） 

（４月１８日 総看護師長・病院長） 

     聞き取り後協議  ４回（４月２６日、５月８日、５月１６日、５月２０日）       

議長へ調査報告を提出 令和６年５月２０日 

③令和６年 ６月 ７日・１０日 全員協議会で協議 

 

 ○改善が必要と認められた内容 

   １．受診する患者と医師とのコミュニケーション不全が認められた。 

   ２．院長職の病院ガバナンスに関する能力発揮が認められない。 

 

３.【議会の見解】 

   

  自治体病院の使命は、「都市部からへき地に至るまで様々な地域において、行政機関、 

医療機関、介護施設等と連携し、地域に必要な医療を公平・公正に提供し、住民の生命 

と健康を守り、地域の健全な発展に貢献すること」(「自治体病院の倫理綱領」より)と 

されている。 

使命を果たすために日々尽力していることは理解するが、町民が安心して平等に医療 

を受けられるよう、上記の点の改善に取り組むべきである。 

  さらに、今後このような事態が起きないよう、医師、看護師、事務職員などスタッフ 

 間のコミュニケーションの強化、また、方向性を見失わないように以前行われていた病 

院評議員会のような外部の視点から助言等をもらえる体制の構築を求める。 

病院設置者である町長は雇用管理上何らかの措置を講ずる義務を果たすべきである。 

 

※産業厚生常任委員会報告書は、右記ＱＲコードからご覧ください。
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行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上

○
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
交

付
金
事
業	

１
２
７
６
万
円

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
電
子
申
請
及
び
施
設

予
約
、
書
か
な
い
窓
口
、
議
事
録
作

成
シ
ス
テ
ム
事
業
を
行
う
。

こ
れ
に
よ
り
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
か
ら
健
診
等
の
予
約
や
講
座
等
の

申
し
込
み
、
戸
籍
他
窓
口
で
の
記
載

を
一
部
省
略
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。

鹿
追
高
校
居
住
施
設
整
備

○
鹿
追
高
校
寄
宿
舎
整
備
事
業	

	
	

３
億
９
６
０
０
万
円

鹿
追
高
校
の
寄
宿
舎
を
元
町
４

丁
目
に
設
置
す
る
。

生
徒
の
全
国
募
集
に
伴
い
、
来

年
度
以
降
居
住
施
設
の
不
足
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
生
徒
用
居
室
４
棟
40

部
屋
、
食
堂
及
び
交
流
棟
１
棟
、
ハ

ウ
ス
マ
ス
タ
ー
棟
１
棟
２
戸
を
整
備

す
る
。

既
存
の
鹿ろ
く
さ
い砦
寮
と
女
子
寮
は
今

後
閉
寮
し
、
シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
と
新
設

の
寄
宿
舎
に
集
約
す
る
予
定
。

空
き
家
対
策

○
地
域
活
性
化
起
業
人
派
遣
企
業
負

担
金	

５
１
９
万
円

外
部
人
材
を
活
用
し
、
現
在
複

数
部
署
で
行
な
っ
て
い
る
空
き
家
等

利
活
用
対
策
を
総
合
的
に
進
め
る
。

瓜
幕
市
街
地
区
土
地
取
得

○
土
地
購
入
事
業	

５
６
８
万
円

個
人
及
び
民
間
事
業
所
が
所
有

す
る
瓜
幕
東
２
丁
目
の
土
地
を
取
得

す
る
。

取
得
後
、
同
地
区
に
新
留
学
セ

ン
タ
ー
を
建
設
す
る
。

起
業
支
援	

○
企
業
活
性
化
推
進
事
業
助
成
金

	

７
３
５
万
円

町
内
事
業
者
１
件
が
行
う
施
設

整
備
に
対
し
助
成
す
る
。
町
内
企
業

の
活
性
化
を
目
的
と
し
、
町
内
事
業

所
の
新
設
・
増
設
・
移
設
等
に
対
し

助
成
を
行
う
。

町が取得する瓜幕地区町が取得する瓜幕地区

氏名等基本情報の記載が氏名等基本情報の記載が
一部省略可能となる一部省略可能となる

鹿追高校寄宿舎建設予定地鹿追高校寄宿舎建設予定地

一般会計一般会計
補正予算補正予算

６月６月
定例議会定例議会

５億 9474 万円

追加
総額総額

82 億 2675 万円 ６
月
定
例
議
会
が
６
月
10
日
か
ら
19
日
ま
で

の
10
日
間
で
開
か
れ
た
。

条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
財
産
の
取
得
他
全

18
件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

デジタル技術を活用しデジタル技術を活用し
行政サービス向上へ行政サービス向上へ

デジタル田園都市国家構想交付金事業

施設予約
や各種申
請手続き
が便利に
なります

6 月定例議会
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消
化
液
散
布
車
両
購
入

○
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
消

化
液
散
布
車
両
一
式
購
入

	

８
５
２
０
万
円

瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト

で
使
用
す
る
消
化
液
散
布
用
ス
ラ

リ
ー
タ
ン
カ
ー
及
び
け
ん
引
用
ト

ラ
ク
タ
ー
を
購
入
す
る
。

ス
ラ
リ
ー
タ
ン
カ
ー
の
積
載
量

は
20
ｔ
相
当
。

道
路
工
事

○
笹
川
上
幌
内
線
の
り
面
補
修
工

事	

８
５
３
万
円

笹
川
上
幌
内
線
道
路
の
り
面
の

一
部
が
被
災
し
た
た
め
、
補
修
工

事
を
行
う
。

脱
炭
素
先
行
地
域
計
画
変
更

○
地
域
脱
炭
素
移
行
・
再
エ
ネ
推

進
交
付
金
返
還
金	

３
７
７
万
円

役
場
周
辺
エ
リ
ア
Ｚ
Ｅ
Ｃ
化
改

修
等
検
討
委
託
業
務
の
う
ち
、
健

康
温
水
プ
ー
ル
他
の
計
画
を
一
部

変
更
及
び
廃
止
し
た
た
め
、
交
付

金
を
返
還
す
る
。

【
病
院
事
業
会
計
】

○
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設
置
工
事

	

６
７
０
０
万
円

町
国
民
健
康
保
険
病
院
北
側
の

病
室
他
に
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
を
設

置
す
る
。

設
置
は
、
一
定
の
基
準
面
積
を

超
え
る
病
院
等
に
義
務
化
さ
れ
、

設
置
期
日
は
令
和
７
年
６
月
末
ま

で
と
な
っ
て
い
る
。

○
介
護
保
険
条
例

令
和
６
年
度
か
ら
令
和
８
年
度

ま
で
の
介
護
保
険
料
を
改
定
し
た
。

第
１
号
被
保
険
者
第
５
段
階

（
基
準
額
）
を
月
額
６
４
０
０
円

（
２
０
０
円
増
）
に
改
め
た
。

○
国
民
健
康
保
険
税
条
例

国
民
健
康
保
険
基
礎
課
税
の
後

期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
に
係

る
限
度
額
を
24
万
円
（
２
万
円
増
）

に
改
め
た
。

所
得
割
は
、
医
療
費
給
付
分
を

６・
４
％
（
１・
５
％
増
）、
介
護
給

付
金
課
税
被
保
険
者
分
を
１・
８
％

（
０・９
％
増
）
に
改
め
た
。

○
厳
し
い
農
業
情
勢
を
打
開
す
る

改
正
基
本
法
と
関
連
法
案
を
求
め

る
請
願
・
意
見
書

鹿
追
町
農
民
団
体
連
絡
協
議
会

（
武
藤
敦
則
会
長
）
か
ら
の
請
願
を

採
択
し
、
国
に
意
見
書
を
提
出
し

た
。食

料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の

改
正
や
関
連
法
案
が
、
厳
し
さ
を

増
す
農
業
情
勢
を
打
開
す
る
施
策

■	農業委員会でも広報紙を発行することになりました。
初めての試み楽しみです。つぶやき

病室他にスプリンクラーを設置病室他にスプリンクラーを設置

現在使用しているスラリータンカー現在使用しているスラリータンカー

主
な
条
例
改
正

主
な
条
例
改
正

6 月定例議会

請
願
・
意
見
書

請
願
・
意
見
書

北海道町村議会議長会議員研修会

に
つ
な
が
る
よ
う
要
望
す
る
。

食
料
安
全
保
障
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
予
算
拡
充
す
る
こ
と
。

生
産
コ
ス
ト
上
昇
分
を
国
も
一

定
程
度
負
担
し
、
生
産
費
等
が
価

格
形
成
に
反
映
で
き
る
よ
う
法
制

化
を
進
め
る
こ
と
。

「
食
料
供
給
困
難
事
態
対
策
法

案
」
で
は
罰
則
規
定
を
除
外
し
、

イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
政
策

誘
導
を
図
る
こ
と
。

○
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
北
海
道
の
実
現

に
資
す
る
森
林
・
林
業
・
木
材
産

業
施
策
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

意
見
書

適
切
な
間
伐
と
伐
採
後
の
植
林

の
推
進
に
必
要
な
森
林
整
備
事
業

予
算
や
、
防
災
・
減
災
対
策
の
推

進
に
必
要
な
治
山
事
業
予
算
を
十

分
に
確
保
す
る
こ
と
。

森
林
資
源
の
循
環
利
用
を
促
進

す
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
充
実
・

強
化
す
る
こ
と
。

全道の町村議会議員が一堂に会して
行われた議員研修会

7 月 2日、北海道町村議会議長会議員研修会が札幌コ
ンベンションセンターで行われ、北海道の町村議会議員
が一堂に会した。
気象予報士の森	朗

あきら
氏は「札幌が東京より暑くなる！？

〜加速する気候変動」と題し、元衆議院議長の大島	理
ただもり
森

氏は「人口減少と市町村の重要性・民主主義について自
省を含めての所感」と題し講演した。
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木育広場が整備される
瓜幕地区

（
答
弁
）
喜
井
町
長

植
樹
体
験
は
有
意
義
で

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
に
体

験
し
て
も
ら
う
こ
と
も
重

要
で
あ
る
。
大
き
な
体
験

ツ
ア
ー
で
は
な
く
て
も
計

画
で
き
る
と
考
え
る
。
提

案
内
容
を
研
究
し
た
い
。

（
質
問
）

森
林
環
境
税
の
徴
収
が

６
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ

の
税
は
一
人
年
間
千
円
を

住
民
税
に
上
乗
せ
し
て
納

付
す
る
。

各
自
治
体
に
は
す
で
に

森
林
環
境
譲
与
税
が
配
分

さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
づ

く
り
に
ど
の
よ
う
に
活
用

す
る
の
か
。

「稼ぐ」手段として期待されるふるさと納税

（
答
弁
）
喜
井
町
長

町
の
事
業
に
関
連
す
る

企
業
に
Ｐ
Ｒ
す
る
機
会
を

増
や
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

受
益
者
負
担
の
見
直
し

は
、
上
下
水
道
使
用
料
の

検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

令
和
６
年
４
月
か
ら

上
下
水
道
会
計
が
企
業
会

計
に
移
行
し
、
詳
細
な
財

務
状
況
の
分
析
が
可
能
と

な
っ
た
。

財
政
状
況
を
分
析
し
、

受
益
者
負
担
の
見
直
し
に

取
り
組
み
た
い
。	

各
種
団
体
補
助
金
は「
補

助
金
の
適
正
化
に
関
す
る

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定

し
、
検
証
と
評
価
を
行
い

な
が
ら
見
直
し
を
図
る
。	

遊
休
町
有
地
等
は
、
公

有
財
産
利
活
用
検
討
委
員

会
で
協
議
し
、
売
却
を
進

め
た
い
。

さ
ら
に
空
き
家
対
策
も

総
合
的
に
取
り
組
み
、
売

却
・
賃
貸
に
つ
な
げ
た
い
。

（
質
問
）

さ
ま
ざ
ま
な
行
政
サ
ー

ビ
ス
や
事
業
、
い
わ
ゆ
る

「
ま
ち
づ
く
り
」
に
は
、
財

源
が
必
要
で
あ
る
。

さ
ら
な
る
財
源
確
保
、

新
た
な
財
源
開
拓
の
必
要

性
は
鹿
追
町
行
財
政
改
革

狩野　正雄　議員

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
法
は

「
み
ん
な
の
木
育
広
場
」

整
備
等
を
計
画

森林環境税森林環境税

金子　孝伸　議員

QA

一般質問
（
答
弁
）
喜
井
町
長

こ
の
制
度
は
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
削
減
・
災
害

防
止
の
た
め
森
林
整
備
に

必
要
な
財
源
確
保
を
目
的

に
創
設
さ
れ
た
。
国
民
が

広
く
負
担
し
、
森
林
を
支

え
る
仕
組
み
で
あ
る
。

本
町
へ
の
譲
与
額
は

年
間
３
０
０
万
円
か
ら

４
０
０
万
円
ほ
ど
で
、
令

和
元
年
度
か
ら
令
和
５

年
度
ま
で
の
合
計
額
は

１
７
６
５
万
円
で
あ
る
。

令
和
元
年
度
か
ら
の

主
な
使
途
は
、
西
十
勝
森

林
組
合
研
修
施
設
費
助
成

６
０
０
万
円
、
山
林
調
査

及
び
補
植
１
９
３
万
円
、

開
町
１
０
０
年
記
念
植
樹

13
万
円
で
あ
る
。

今
後
は
、
西
十
勝
森
林

組
合
が
実
施
す
る
「
み
ん

な
の
木
育
広
場
」
整
備
、

下
刈
り
施
業
補
助
等
を
計

画
し
て
い
る
。「
み
ん
な
の

木
育
広
場
」
は
木
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
木
材
利
用

等
の
意
義
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
、
植
樹
祭
や
キ

ノ
コ
収
穫
等
の
体
験
イ
ベ

ン
ト
を
計
画
し
て
い
る
。

（
質
問
）

観
光
振
興
・
産
業
振
興
・

体
験
教
育
等
の
企
画
と
し

て
、
植
樹
ツ
ア
ー
や
鹿
追

町
１
０
０
年
の
森
造
成
を

進
め
る
考
え
は
。

Q

A

これからのまちづくりに
必要なものは

適切な受益者負担と
さまざまな財源を確保する

ま
ち
づ
く
り

ま
ち
づ
く
り

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

６
月
18
日
、
５
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。

Q

大
綱
で
も
取
り
上
げ
ら
れ

て
い
る
。

受
益
者
負
担
の
見
直
し
、

町
有
財
産
売
却
等
の
現
状

と
「
稼
ぐ
」
ま
ち
づ
く
り

の
見
解
は
。

自
治
体
が
「
稼
ぐ
」
手

段
と
し
て
、
国
家
戦
略
に

合
っ
た
計
画
を
策
定
し
、

国
の
支
援
を
獲
得
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

他
に
個
人
版
及
び
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
も
町
が

独
自
に
「
稼
ぐ
」
手
段
と

し
て
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

（
質
問
）

町
へ
の
寄
付
や
支
援
を
、

企
業
に
対
し
Ｐ
Ｒ
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
。

■	表紙のアンケート、ぜひお願いします！つぶやき
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一般質問
（
質
問
）

町
道
に
設
置
さ
れ
て
い

る
標
識
等
に
破
損
や
傾
き

が
見
受
け
ら
れ
、
破
損
し

た
ま
ま
の
橋
の
欄
干
や
柵

も
あ
る
。

交
通
安
全
旗
は
町
道
と

道
道
と
の
交
差
点
等
、
十

（
答
弁
）
喜
井
町
長

道
路
標
識
は
、パ
ト
ロ
ー

ル
や
日
常
業
務
中
で
の
目

視
、
行
政
区
か
ら
の
要
望

等
に
よ
り
確
認
し
、
計
画

的
に
維
持
管
理
し
て
い
る
。

橋
の
欄
干
と
柵
の
修
繕

も
準
備
を
進
め
て
い
る
。

令
和
６
年
度
道
路
維
持

費
、
修
繕
料
の
予
算
は
、

道
路
舗
装
・
車
両
修
繕
等

分
も
含
め
５
９
５
万
円
計

上
し
て
い
る
。

交
通
安
全
旗
は
、
町
内

28
カ
所
に
１
３
７
枚
設
置

し
て
い
る
。

設
置
場
所
は
、
交
通
安

全
協
会
等
関
係
団
体
や
住

民
の
方
々
の
意
見
・
要
望

等
を
取
り
ま
と
め
、
協
議

し
た
上
で
設
置
し
て
い
る
。

（
質
問
）

交
通
事
故
防
止
の
た
め
、

交
差
点
が
あ
る
こ
と
を
事

前
に
知
ら
せ
る
こ
と
が
大

事
で
あ
る
。
危
険
な
場
所

を
選
び
、
注
意
喚
起
す
る

必
要
が
あ
る
。

（
質
問
）

町
発
注
の
工
事
は
、
完

了
の
際
、
契
約
等
に
基
づ

き
適
正
な
完
了
検
査
を
行

う
と
し
て
い
る
。

令
和
元
年
11
月
に
完
成

し
た
認
定
こ
ど
も
園
し
か

お
い
園
舎
は
、
総
工
事
費

11
億
５
１
４
９
万
円
を
投

じ
て
建
設
さ
れ
た
が
、
供

用
開
始
後
雨
漏
り
や
カ
ビ

の
発
生
等
、
新
築
の
建
物

で
は
想
定
で
き
な
い
状
況

で
あ
る
と
聞
く
。

公
共
工
事
検
査
の
手
順

と
実
施
要
綱
等
は
。

認
定
こ
ど
も
園
し
か
お

い
で
は
中
間
検
査
も
含
め

ど
の
よ
う
に
実
施
し
た
か
。

ま
た
、
完
了
後
修
繕
が

必
要
な
状
況
で
あ
っ
た
か
。

修
繕
を
行
な
っ
た
場
合
、

経
過
と
費
用
負
担
は
。

（
質
問
）

町
で
は
本
年
度
大
規
模

改
修
を
行
う
が
、
再
発
防

止
策
は
。

交通安全旗で注意喚起を

（
答
弁
）
喜
井
町
長

十
分
に
検
討
し
、
対
応

し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

現
在
要
求
水
準
書
を
作

成
し
て
お
り
、
そ
の
後
設

計
・
施
工
に
進
む
。
認
定

こ
ど
も
園
同
様
の
事
象
が

起
き
な
い
よ
う
進
め
る
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

完
成
検
査
は
、
契
約
書

に
基
づ
き
通
知
及
び
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
検
査
は
国
及
び

北
海
道
が
示
す
「
工
事
検

査
要
領
」
等
を
参
考
に
実

施
し
て
い
る
。

認
定
こ
ど
も
園
で
は
、

平
成
31
年
３
月
に
中
間
検

査
で
現
地
確
認
し
、
完
成

検
査
で
は
各
種
計
算
書
等

提
出
書
類
検
査
と
現
地
検

査
を
実
施
し
た
。

修
繕
が
必
要
な
事
象
は
、

天
井
か
ら
の
漏
水
、
カ
ビ

の
発
生
、
床
フ
ロ
ー
リ
ン

グ
材
の
乾
燥
収
縮
で
、
都

度
対
応
し
て
い
る
が
い
ず

れ
も
根
本
的
な
解
決
に

至
っ
て
い
な
い
。

新
た
な
改
善
策
に
よ
り

令
和
６
年
７
月
末
ま
で
に

最
終
工
事
を
行
う
。

■	雨が降る前に薬剤散布をしてバラを病気から守りましょう .... 続くつぶやき

青砥　敏一　議員

国
等
が
示
す
「
工
事
検
査
要
領
」

等
を
参
考
に
実
施
し
て
い
る

公共工事公共工事

公
共
工
事
の
検
査
体
制
は

認定こども園しかおい内部

畑　 久雄　議員

QA

Q

A

町道の標識等管理は

計画的に維持管理している

交
通
安
全

交
通
安
全

勝
型
事
故
の
多
い
郊
外
に

設
置
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

管
理
は
定
期
的
に
行
わ

れ
て
い
る
か
。

維
持
管
理
の
予
算
は
。

交
通
安
全
旗
の
設
置
場

所
を
十
分
に
検
討
し
て
い

る
か
。

交
差
点
へ
の
旗
の
設
置

は
、
運
転
手
の
視
界
を
遮

り
、
事
故
の
要
因
と
な
る

た
め
、
安
全
確
保
に
努
め

る
よ
う
警
察
署
か
ら
指
導

を
受
け
て
い
る
。

当
初
か
ら
町
の
修
繕
費

用
負
担
は
な
い
。
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（
答
弁
）
武
者
総
務
課
長

町
内
事
業
者
の
理
解
も

必
要
に
な
る
が
、
研
究
し

検
討
し
た
い
。

（
質
問
）

鹿
追
町
で
も
デ
ジ
タ
ル

化
を
進
め
て
い
る
が
、
役

場
内
業
務
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
と
ど
ま
ら
ず
、
地
域
住

民
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
デ

ジ
タ
ル
化
に
な
っ
て
い
る

か
が
課
題
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
も
、
高
齢

者
等
へ
の
目
配
り
が
不
可

欠
で
あ
る
。

高
齢
者
等
を
置
い
て
き

ぼ
り
に
し
な
い
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
ど

の
よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。

（
質
問
）

高
齢
者
等
の
町
民
の
声

を
聞
き
、
分
か
り
や
す
い

デ
ジ
タ
ル
化
に
努
め
て
ほ

し
い
。

地
域
や
高
齢
者
同
士
で

教
え
合
い
、
循
環
で
き
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

平
成
館
や
図
書
館
に
、

い
つ
で
も
ス
マ
ホ
操
作
を

教
え
て
も
ら
え
る
相
談
所

を
開
設
し
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、
既
存
の
大
手

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
事

山口　優子　議員

（
答
弁
）
喜
井
町
長

行
財
政
運
営
の
効
率
化

と
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
図
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル

化
を
推
進
し
て
お
り
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
情

報
発
信
ア
プ
リ
ミ
ジ
カ
の

普
及
啓
発
に
努
め
て
い
る
。

検
討
す
る

デジタル化デジタル化

デ
ジ
タ
ル
普
及
の
た
め
町
内

商
品
券
を
デ
ジ
タ
ル
化
し
て
は

A Q

つぶやき ■	いよいよ夏到来。久しぶりの北海道の夏。
過ごしやすい夏になるのか、厳しい夏になるのか。どっちだろう。

議員定数・報酬及びあり方等審議会（第三者審議会）  「議員定数・報酬について答申」

一般質問

業
者
と
組
ん
で
20
％
還
元

等
を
し
て
い
る
自
治
体
が

全
国
に
た
く
さ
ん
あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
普
及
率
を
上

げ
る
た
め
に
は
、
町
内
商

品
券
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

取
り
組
み
が
有
効
だ
と
思

う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

は
保
有
枚
数
３
６
８
２
枚
、

保
有
率	

71
・
６
％
。

ミ
ジ
カ
の
登
録
者
数

は
１
５
６
５
人
、
町
公
式

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
登
録
者
数
は

３
３
３
人
で
あ
る
。

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
、

町
民
の
情
報
格
差
解
消
に

努
め
て
い
る
。

◎議員定数は現在より１名削減
・議員定数は、次期改選期以降の有権者数及び議員
後継者が充足されない等総合的な問題を勘案し、
１名削減と考える。
◎議員報酬は十勝町村議会議長会で提示した
十勝標準試算に引き上げるべき

・報酬は現在 205,000 円であり、十勝標準試算額
より低い。報酬引き上げは議員なり手不足解消の
起因になると考え、答申どおり１名削減となった
場合、削減分を残り 10名に割り振ることが望ま
しい。
◎デジタル化を推進し近代化を図るべき
・議員個々にタブレットを支給し、リモート会議等

上嶋議長へ答申を手渡す林会長（左から５人目）

町議会議員選挙において、２期連続有権者の審判を受けない無投票当選となった。これを深刻
な状況と捉え、全議員で次期に向けた議員定数・報酬等について議論を重ねたが結論が得られな
かった。住民の考えに沿った議論が必要と考え、議会基本条例に基づき第三者審議会（林正信会長）
に諮問、６月 25日に答申された。今後、答申を踏まえ次期からの方向性を結論づけていく。

を推進するべき。議員の負担を軽減し、子育て中
の女性や若者が出やすい環境を整え、なり手不足
解消を。
◎身近に感じる議員活動を
・議員に各団体の活動に参加してほしい。町民と懇
談することで理解が深まり身近な議会と感じる。
活動に参加してもらいやすい仕組みづくりを。

町内商品券のデジタル化を
（鹿追町物価高騰対応事業商品券）
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どんな未来が待っているのだろう。つぶやき

まちや議会に関する疑問や意見、ちょっと気になる話題等、気軽にお話ししませんか？

議員 と と カフェ で で ひとこと をを  開催 していますしています

議会では、皆さまと意見交換ができる場として

いつも議会だよりをご覧いただきあり
がとうございます。
この度、議会だより及び議会活動に関
するアンケートを実施することにいたし
ました。
アンケート結果は、今後の議会活動に
生かしたいと思いますので、皆さまのご
意見をお聞かせください。
アンケートは、表紙のQRコードを
読み取りお答えいただきますよう、ご協
力をお願いいたします。

◎所要時間は１分程度です。
◎回答はお一人様１回でお願いします。
◎８月３１日（土曜日）までにご回答く
ださい。
◎回答は当アンケート以外の目的で使用
することはありません。

ご不明な点がありましたら、下記まで
お問い合わせください。
Tel：0156-66-4039（議会事務局）
Mail：gikai@town.shikaoi.lg.jp

アンケートにご協力ください！アンケートにご協力ください！

次回
は

令和６年８月 20日（ 火 ）

午前 11 時 00 分 開催

川染　洋 議員 と 畑　久雄 議員 が 

平成館 でお待ちしてます！
（予約は不要です）

５月 21日、国際交流センター平成館で
議員とカフェでひとことを開催しました。
４人が参加し、町内宿泊施設、公園、道

の駅、鹿追高校、労働環境他について意見
等が出されました。

皆さ
まお
気軽
に

お越
しく
ださ
い！

令和 6年 5月 21 日	開催の様子令和 6年 5月 21 日	開催の様子

まちなか会議
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No.163

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
昭和 45 年に鹿追町が音更村から分村して 50 年になり、旧鹿追駅からお祝い
のパレードが出発したのを見ていた。鹿追町町民憲章が制定されたのもこの年
で「人づくりは、町づくりのもとであることに思いをいたし、青少年の教育に
つとめましょう」とある。「青少年の教育につとめましょう」ってすごい。
この憲章の草案作成は教職を務めた杉森元教育長さん。すてきな一文です。
わが町で鹿追高校生にカナダ短期留学をスタートさせたのも、この精神が流
れているからだと思う。未来への投資。新しい高校支援を見守りたい。

議会広報部会		部会員　	黒 井 敦 志 　

議会広報広聴常任委員会
広報部会

部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  山口　優子
部 会 員 　青砥　敏一 
　　　　　  金子　孝伸
　　　　　  黒井　敦志

（
取
材
・
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
　
金
子
孝
伸
）

様
々
な
理
由
で
学
校
に

通
っ
て
い
な
い
子
供
た
ち
に

教
育
を
受
け
る
機
会
を
提
供

す
る
場
「
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
」。

そ
こ
で
今
年
４
月
か
ら

指
導
員
と
し
て
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動
し
て
い

る
大
久
保
航
也
さ
ん
。
帯
広

市
出
身
の
26
歳
。

帯
広
市
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の
小
中
高
校

を
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業
後
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プ
ロ
フ
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サ
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チ
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ム
「
エ
ス
ポ
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ー
ダ

北
海
道
」
で
活
躍
。
19
歳
で

イ
タ
リ
ア
に
渡
り
、
の
ち
に

ド
イ
ツ
へ
。
23
歳
の
時
、
東

京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
で
現
役
引

退
。
そ
の
後
も
様
々
な
キ
ャ

リ
ア
を
積
み
、
東
京
の
商
社

等
を
経
て
十
勝
へ
Ｕ
タ
ー

ン
。
現
在
は
フ
ッ
ト
サ
ル

チ
ー
ム
「
ソ
ル
プ
レ
ー
サ
十

勝
」
Ｇ
Ｍ
の
ほ
か
、
ま
ち
お

こ
し
事
業
を

手
が
け
て
い
ま
す
。

大
久
保
さ
ん
は
子
供
た

ち
と
自
然
体
で
接
し
て
い
る

そ
う
で
、「『
仲
良
く
な
ろ
う
』

か
ら
始
ま
り
、
子
供
た
ち
の

好
き
な
こ
と
を
沢
山
聞
き
ま

す
。
そ
し
て
、そ
の
『
好
き
』

か
ら
ス
タ
ー
ト
で
き
る
こ
と

を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す

ね
」
と
語
る
。

■
町
民
の
皆
さ
ま
へ

鹿
追
町
に
来
た
こ
と
も
、

与
え
ら
れ
た
仕
事
も
、
出
会

い
も
人
生
に
と
っ
て
無
駄
な

こ
と
は
無
い
。
必
ず
意
味
の

あ
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

指
導
員
だ
け
で
は
な
く
、
地

方
創
生
、
共
生
の
一
役
を
担

え
た
ら
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

子どもたちを支える子どもたちを支える

町は今年、町外の鹿追高校生
を受け入れるシェアハウスを整
備しました。そのハウスマスター
（運営管理）をしている和田陽輝
さん。釧路町出身の 26歳。
札幌市内の高校を卒業後、大

学を経てサッカーチーム「エス
ポラーダ北海道サテライト」や
「ソルプレーサ十勝」で選手とし
て活躍。現在はソルプレーサ十
勝のスポーツディレクターとし
ても活動しています。
和田さんは「寮生たちの成長

が間近で見られ、大人へと変わ
る過程が何より興味深い。苦労
することは何も無い。あるとす
れば元気が良くて賑やか過ぎる
ことかな」と、寮生たちのアニ
キのように笑顔で答えてくれま
した。
■町民の皆さまへ
町民の方々のご理解とお力添

えをいただきながら、寮生が元
気に成長し鹿追高校を卒業でき
るようサポートしていきます。
よろしくお願いします。

地域おこし協力隊地域おこし協力隊

教育支援センター教育支援センター
「ひなたぼっこ」指導員「ひなたぼっこ」指導員

鹿追高校鹿追高校
シェアハウスシェアハウス

ハウスマスターハウスマスター

和
わ

田
だ

　陽
はるき

輝	さん（左上）

大
おおくぼ

久保　航
こうや

也	さん


